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テーマに共感
「学びが関係の場であるということ」

４の最終のスライド

「知識や伝統を伝達すること

そして

子どもたちが主体的に知識を創造する機会を与え（保障）する

(予測 予知できないことへの余地をのこしておくこと)」



スウェーデンとレッジョの（類似性）

•誇り高き保育実践

•民主主義のエートス 子どもへの敬意

•学際的（横断的な）なテーマ／プロジェクト志向のアプ
ローチ

•創造的で審美的な表現を重要視する



逆教育の概念

• SDGs インクルーシブ教育システム

•👉市民としての子どもという観点から、子どもの権利保障、
持続可能な開発のための教育(ESD) の重要性

•伝達⇆創造（改変）



生命尊重 持続可能な社会へ

•持続可能性 生態系 〉経済的 社会的

•自然との共生・死生観（生命観）とどのように向き合うのか？

• ESD SDGs と 子どもの市民意識との関係性について

•子どもの希望と未来 子ども＝市民としてとらえ育てている

•→ひとりも取り残さない社会へ



問

•合理的配慮・教育的に特別な支援を要する子どもたちはどのよ
うにアプローチしている？



問

•２で「家庭的」→「ワークショップ（作業場）」のような環境へ

•教育的アプローチは保育時間や形態によって変化を求められる？

•プリスクール・クラスの制度化はどのような変化をもたらす？



問

•保育者・教師の自立性（個性 専門性 嗜好…）はどのように
はぐくまれ保障されているのか？

•保育者・教員養成や研究者との協働とに関係があるのか？


